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大
熊
町
役
場
大
川
原
連
絡
事
務
所
が
４
月
５
日
、
町
内
大
川
原

字
南
平
に
開
所
し
ま
し
た
。
町
内
復
興
拠
点
に
役
場
機
能
の
一
部

を
戻
す
こ
と
で
、
復
興
の
加
速
と
帰
還
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
同

日
、
事
務
所
前
で
開
所
式
を
行
い
、
看
板
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
を

祝
い
ま
し
た
。
吉
田
淳
副
町
長
は
「
小
さ
な
事
務
所
で
す
が
帰
還

に
向
け
た
環
境
を
整
え
る
最
初
の
一
歩
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
職
員
ら
が
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
に
は
職
員
４
人
が
平
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
15
分
ま
で
常
駐
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
時
立
ち
入
り

や
相
談
へ
の
対
応
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。

証
明
書
発
行
業
務
も
準
備
が
整
い
次
第
、
開
始
す
る
予
定
で
す
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」

おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・�大熊町の観光名所の１つでモリアオガエルが生息してい
た事で有名なところは？

くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・兄弟の中で「ばっち」って何番目の人？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課

目 次
③
町
内
の
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ポ
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⑥
中
学
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設
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活
体
験
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ふ
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さ
と
か
わ
ら
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ん

⑩
町
当
初
予
算
の
概
要

⑪
教
え
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お
お
ち
ゃ
ん
放
射
性
物
質

⑫
ま
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話
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絆
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⑱
お
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㉙
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板

㉛
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長
室
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㉜
あ
ら
か
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と
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県外の中学生が

高知のかつお節、千葉
のピーナツバターなど
ご当地食材を使った雪
見鍋をつくりました。
めったに雪が降らない
高知に比べ、福島は寒
かったです。疲れたけ
れど楽しかったです。

金久礼武君
（高知県高知市
・中学１年生）

いろんな人に支えても
らい、充実した 4日間
でした。カレーづくり
や鍋など、いろんなこ
とを教わりました。福
島の人と接し、人の温
かさを感じることがで
きました。

野村芳斗君
（千葉県流山市
・中学１年生）

大熊の人たちは原発事
故から逃れてきたとは
思えないくらい明るかっ
たです。本当はこっち
が励ます立場なのに、
逆に励まされた気持ち
です。

小島実君
（千葉県流山市
・中学１年生）

参加者
ひとこと

花
壇
づ
く
り

餅つき

鍋グランプリ

お別れのとき

　
県
外
の
中
学
生
が
会
津
若

松
市
の
松
長
近
隣
公
園
仮
設

住
宅
に
宿
泊
体
験
し
、
大
熊

町
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る

「
福
島
子
ど
も
大
使
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
」
が
３
月
27
日
か
ら
30
日

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
、

熊
本
県
、
高
知
県
、
千
葉
県
、

京
都
府
の
中
学
生
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
数
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
仮
設
住
宅
の

空
き
家
で
生
活
し
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
、
集
会
所
の
前

に
記
念
の
花
壇
を
つ
く
り
ま

し
た
。
創
作
鍋
の
出
来
栄
え

を
競
う
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
を
行

い
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
鍋
を
考
案
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
振
る
舞
い
ま

し
た
。

　
３
泊
４
日
の
短
い
期
間
で

し
た
が
、
中
学
生
は
自
炊
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
で
協
力
し
合
っ
た
り

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ

合
い
ま
し
た
。
併
せ
て
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
過

ぎ
た
県
内
で
避
難
生
活
の
実

情
な
ど
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

仮設住宅に滞在しました

今も自分の家に住むこ
とができないのに、明
るくいい人ばかりでし
た。福島県にはいいと
ころがたくさんありま
した。悪いところでは
ないと、みんなに伝え
ます。

 福田珠花さん
（京都府京都市
 ・中学１年生）

仮設住宅は隣の部屋の
声が聞こえたりして不
便なことが多く、住ん
でいる人たちは大変だ
ろうなと思いました。
皆さんが一日も早く戻
れる日が来てほしいで
す。

泉明希さん
（高知県土佐市
 ・中学２年生）

仮設住宅暮らしは不安
でしたが、自宅と同じ
ぐらい設備が整ってい
ました。今回の経験を
多くの人に知ってもら
うため作文を書き、風
化を防ぎたいです。

井上果子さん
（高知県土佐市
 ・中学２年生）

大熊の皆さんが古里に
戻れず悲しんでいるだ
けではなく、復興を願っ
て前向きに暮らしてい
ることを、地元に戻っ
たら周囲の人に伝えた
いです。

福地楽人君
（熊本県西原村
 ・中学１年生）

仮設住宅の生活体験
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　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
　今回は、町内維持工事・環境省事業における事後モニタリングなどについて紹介
します。

ふるさとかわらばん

町
内
維
持
工
事
に
つ
い
て　

○�

今
月
よ
り
町
内
に
お
い
て
、
町
道
・
農
道
の

除
草
、
個
人
所
有
の
立
ち
木
で
公
道
側
に
伸

び
た
木
の
伐
採
、
水
路
に
た
ま
っ
た
枯
葉
の

撤
去
等
の
維
持
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

○�

担
当
課
で
も
毎
月
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
が
一

番
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
通
行
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
、
通

行
に
支
障
の
あ
る
場
所
な
ど
、
お
気
付
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

　

震
災
に
よ
り
道
路
が
崩
れ
、
通

行
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
県
道

２
５
２
号
（
夫
沢
大
野
停
車
場
）
線

の
国
道
６
号
中
央
台
交
差
点
か
ら
西

側
約
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
道

路
の
補
修
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
写
真
・
左
）

〈昨年度の町内維持工事の様子〉
公道側に伸びた立ち木の伐採

県
道
２
５
２
号
線

補
修
工
事

　

３
月
28
日
の
パ
ト

ロ
ー
ル
の
際
に
は
熊

川
地
区
の
道
路
脇
に

黄
色
の
ラ
ッ
パ
水
仙

（
写
真
・
右
）
が
力

強
く
咲
き
、
熊
川
海

岸
（
写
真
･
上
）
で

は
、
や
さ
し
い
海
風

が
馬
の
背
を
な
で
る

よ
う
に
吹
い
て
い
ま

し
た
。

問
大
熊
町
役
場

　

い
わ
き
出
張
所

　

復
興
事
業
課

　復興事業課では、町道・農道等を中心に、毎月町内パトロールを実施しています。
今回は県道252号（夫沢大野停車場）線補修工事の様子と、熊川地区の春の風景を紹
介します。

夫沢３区公民館付近から国道６号方向を撮影

熊
川
地
区
の
春
の
風
景

町内パトロール通信



除
染
後
の
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
片
付
け
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
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かわらばん

屋
根
養
生
工
事
に
つ
い
て　

○�

町
で
は
５
月
よ
り
シ
ー
ト
に
よ
る
屋
根
養
生

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
地
域
は
町
内
全
域
、
シ
ー
ト
の
劣
化
に

よ
る
再
養
生
も
可
能
で
す
。

養
生
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。

〇
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
つ
い
て

　

除
染
効
果
維
持
の
確
認
の
た
め
「
事
後
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
左
記
の
と
お
り
、

平
均
値
を
見
る
と
事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
測
定
値
が

除
染
後
の
測
定
値
よ
り
低
く
、
除
染
の
効
果
は
維
持

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〇
片
付
け
ご
み
の
回
収

　

3
月
よ
り
、
大
熊
町
全
域
に
お
い
て
発
生
す
る
ご

自
宅
内
の
片
付
け
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
回
収
方
法
の
詳
細
は
、
広
報
３
月
号
同
封
の
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所
会
津
支
所

　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

環
境
対
策
課

〈昨年度の屋根養生工事の様子〉
不具合のある部分をシートで覆い、その上
に飛散防止の土のうを配置します。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所
会
津
支
所

　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課 環境省ホームページにおいて詳細を確認いただけます。
URL　http://josen.env.go.jp/area/ex_post_monitoring/ohkuma.html

中
間
貯
蔵
施
設

○
試
験
輸
送
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
）
の
完
了

　

平
成
27
年
３
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
保
管
場
へ
の

試
験
輸
送
は
、
平
成
28
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

大
熊
町
の
保
管
場
へ
は
、
大
熊
町
を
含
む
県
内
23

市
町
村
か
ら
、
２
３
２
６
６
袋
（
㎥
）
搬
入
し
ま
し

た
。

○
環
境
安
全
委
員
会
に
つ
い
て

　

３
月
28
日
に
福
島
県
、
大
熊
町
及
び
双
葉
町
等
の

委
員
か
ら
な
る
中
間
貯
蔵
施
設
環
境
安
全
委
員
会

（
第
４
回
）
が
開
催
さ
れ
、
工
事
や
試
験
輸
送
の
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
安
全
確
保
に
努
め
て
中
間
貯
蔵
施
設
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所　

調
査
設
計
課

　

電
０
２
４
（
５
６
３
）
１
２
９
３

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

環
境
対
策
課

　

環
境
省
よ
り
、
左
記
の
期
間
に
つ
い
て
中
間

貯
蔵
保
管
場
へ
の
輸
送
及
び
除
染
工
事
に
係
る

大
型
車
の
通
行
を
休
止
す
る
と
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

4
月
29
日
（
金
）～
5
月
8
日
（
日
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

大
型
車
通
行
の
休
止
に
つ
い
て
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大
熊
町
当
初
予
算
の
概
要

平成28年度
一般会計

183億4,000万円
特別会計

41億5,963万8千円

　

平
成
28
年
度
の
大
熊
町
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
大
熊
町
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
、
町
の
当
初
予
算
と
し
て
は
、

過
去
最
大
と
な
り
歳
入
歳
出
総
額
１

８
３
億
４
０
０
０
万
円
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
対
策

事
業
、
栽
培
施
設
等
整
備
事
業
、
防

犯
対
策
事
業
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
事
業
、

復
興
拠
点
整
備
事
業
等
、
防
犯
対
策

や
町
の
復
旧･

復
興
、
絆
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
総
額
は
、
41
億

５
９
６
３
万
８
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
避
難
生
活
、
住
民
福
祉
等
の
向

上
を
目
指
し
た
予
算
編
成
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

特　別　会　計
＊坂下ダム施設管理事業� ４,４００万円
＊国民健康保険� ２８億１,７１８万２千円
＊奨学資金貸与� １,０６３万４千円
＊地域下水道事業　� １９１万６千円
＊特定環境保全公共下水道事業� １１万３千円
＊農業集落排水事業� ４９６万９千円
＊住宅団地造成事業� ５万円
＊工業団地造成事業� ５万円
＊中央台霊園管理事業� ３５万５千円
＊介護保険事業� １２億５,５５５万６千円
＊後期高齢者医療� ２,４８１万３千円
� ４１億５,９６３万８千円

町民税
3億4,530万円
（9.6％）

県支出金
 73億2,236万5千円

（39.9%）

県支出金
 73億2,236万5千円

（39.9%）
国庫支出金

11億8,717万6千円
（6.5%）

総務費
113億

6,751万2千円
（62.0%）

教育費
6億3,248万円

（3.4%）

町税
35億8,509万8千円
（19.6%）

繰入金
46億6,755万5千円
（25.5%）

民生費
 25億

8,349万6千円
（14.1%）

衛生費
4億3,418万2千円

（2.4%）

農林水産業費
15億3,865万5千円

（8.4%）

商工費
1億5,997万円（0.9%）

土木費
11億2,171万4千円

（6.1%）

消防費
2億9,848万7千円（1.6%） 議会費

9,044万5千円
（0.5%）

固定資産税
（固定資産税・国有資産等所在市町村交付金)

32億2,592万4千円（90.0％）

歳  入
183億

4,000万円

歳  出
183億

4,000万円

軽自動車税 1,387万円（0.4%）
入湯税 1千円（－％）
特別土地保有税 2千円（－％）
市町村たばこ税 1千円（－％）

災害復旧費
 2,303万8千円（0.1%）
公債費
 903万6千円（0.1%）
諸支出金
 4,098万5千円（0.2%）
予備費
 4,000万円（0.2%）

町税の内訳
35億

8,509万8千円

5,800万1千円（0.3%）
2億4,000万円（1.3%）

110万円（－％）
270万円（－％）
150万円（－％）
1,100万円（0.1%）
200万円（－％）

10億1千円（5.5%）
60万円（－％）

294万9千円（－％）
205万2千円（－％）
9,126万9千円（0.5%）
630万5千円（－％）

1千円（－％）
1億5,832万7千円（0.9%）

1千円（－％）

地 方 譲 与 税
地方消費税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
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Part13・福島第一原子力発電所の現状は？（その１）

　連日、福島第一原子力発電所の状況やトラブルが報道されています
が、現状をきちんと把握するのは難しいものです。このコーナーの担
当者は福島第一原子力発電所に行って、現地の状況を確認しています
ので、分かりやすく現状を伝えていきます。
　
　右の写真は、担当者が発電所構内に入るため
に、防護服（カバーオール）に着替えたところ

です。この防護服は、身近にあるマスクに近い材質のものです。その
ため、身体に放射性物質の不着を防ぐことが目的になります。よく誤
解されがちですが、防護服は放射線を防ぐ効果はありません。
 写真の左側の防護服(青色)を着ているのは、東京電力の担当者です。
現在は、防護服の色を変えることにより、東京電力の担当者か協力企
業の作業員かを区別しています。

　左の写真は、平成26年２月に大量
の水漏れを起こしたフランジ型タンク
があるH-6タンクエリアと呼ばれる場
所です。タンクが隙間なく並んでいる
ことがよくわかると思います。
　今回は放射線測定器で周囲の確認を
行ってきました。現在は、水漏れを起

こした時に汚染水のしみこんだ土壌は、しっかりと除去され舗装されて周囲より放射線の高
い場所がないことを確認しました。

　大型休憩所と呼ばれる作業員が休憩する建物内では、大川原の給食
センターから運ばれてくる１日3000食の食事が作業員の皆さんに
提供されています。
　視察した時間がちょうどお昼時だったので周囲は混み合い、とって
もおいしそうな香りが漂っていました（担当者も匂いにつられて、思
わず食べたくなりました）。
　作業員の皆さんが、今後、廃炉作業に取り組むためにも温かい食事
で頑張ってほしいと思いました。

　大熊町の復興のため、福島第一原子力発電所の廃炉作業がどのように進んでいくのかを知
ることは、とても重要なことだと思います。
　今後も福島第一原子力発電所の現場確認に行き、発電所内の現状をわかりやすく伝えてい
きます。
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まちの話題

東大生が中学生の学習支援
　

現
役
東
大
生
に
よ
る
学
習
会

が
春
休
み
の
1
週
間
、
会
津
若

松
市
の
大
熊
中
仮
設
校
舎
で
開

か
れ
ま
し
た
。
避
難
後
、
春
休

み
と
夏
休
み
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
同
校
を
訪
れ
、
勉
強
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
学
習
会
に
参
加
し
た
鈴
木
敦

己
さ
ん
が
今
年
、
推
薦
入
試
で

東
大
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
理
学
部
4
年
の
平
野
慎
介

さ
ん
ら
5
人
が
宿
題
や
自
習
に

取
り
組
む
中
学
生
を
見
守
り
、

適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し

た
。
中
学
生
が
会
津
の
観
光
地

を
案
内
す
る
日
も
あ
り
、
互
い

に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
）
公
共
政
策
大
学
院
の
学
生

が
3
月
22
日
、
町
役
場
会
津
若

松
出
張
所
を
訪
れ
、
避
難
先
で

の
行
政
運
営
に
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
日
本
の
社
会
や
文
化
を

体
験
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ト
リ
ッ
プ

の
一
環
で
、
院
生
18
人
が
参

加
。
渡
辺
利
綱
町
長
ら
か
ら
原

発
事
故
後
の
避
難
状
況
や
町
内

で
の
復
興
計
画
、
除
染
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

院
生
は
廃
炉
関
連
の
研
究
機
関

や
企
業
の
受
け
入
れ
、
町
に
戻

り
た
い
と
思
う
人
を
ど
う
増
や

す
か
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

米国の大学院生と意見交換

　

県
が
会
津
若
松
市
内
に
建
設

し
て
い
た
復
興
公
営
住
宅
・
白

虎
団
地
が
完
成
し
、
3
月
24
日

に
鍵
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
白
虎
団
地
は
木
造
平

屋
建
て
4
戸
、
木
造
2
階
建
て

15
戸
の
合
計
19
戸
を
整
備
し
、

4
月
1
日
か
ら
入
居
を
開
始
し

ま
し
た
。
式
で
は
県
会
津
若
松

建
設
事
務
所
の
島
俊
秀
所
長
、

石
田
仁
副
町
長
ら
が
あ
い
さ

つ
。
島
所
長
が
入
居
者
代
表
の

五
十
嵐
孝
雄
さ
ん
に
鍵
を
手
渡

し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

町
の
無
形
民
俗
文
化
財
、
熊

川
稚
児
鹿
舞
で
鹿
頭
を
飾
る
ヤ

マ
ド
リ
の
羽
根
が
、
会
津
若
松

市
の
会
津
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ

ブ
か
ら
保
存
会
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
各
種
行
事
へ
の
出
演
な

ど
で
羽
根
が
落
ち
て
し
ま
い
、

同
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
避
難
町

民
が
羽
根
の
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
鈴

木
誠
理
事
が
3
月
24
日
、
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ
、

会
津
で
捕
獲
し
た
ヤ
マ
ド
リ
の

羽
根
約
30
本
を
保
存
会
の
広
嶋

公
治
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

広
嶋
さ
ん
は
「
会
津
と
大
熊
の

新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

復興公営住宅・白虎団地が完成

稚児鹿舞に使う羽根を寄贈

羽根を寄贈した鈴木さん（左から2人目）

町の現状に理解を深めた院生

鍵を受け取る五十嵐さん（右）

中学生の勉強をみる東大生
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バサースト市訪問団が訪れました

町立小中教職員の着任式

復興への思い、原発事故の教訓語る

　

大
熊
町
の
姉
妹
都
市
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
サ
ー
ス
ト
市

の
訪
問
団
が
4
月
12
日
か
ら
15

日
ま
で
、
本
県
を
訪
れ
て
町
関

係
者
と
交
流
し
ま
し
た
。
12
日

に
会
津
若
松
市
で
歓
迎
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
ギ

ャ
リ
ー
・
ラ
ッ
シ
市
長
が
「
再

会
で
き
て
う
れ
し
い
。
震
災
の

後
だ
か
ら
こ
そ
心
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
渡
辺
利
綱
町
長
も
「
こ

れ
か
ら
も
友
好
関
係
を
継
続
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
応
じ
ま

し
た
。
一
行
は
大
熊
町
の
帰
還

困
難
区
域
内
も
視
察
し
ま
し

た
。

　

町
立
小
中
学
校
に
赴
任
す
る

教
職
員
の
着
任
式
が
4
月
1

日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
着
任
し
た

の
は
大
野
小
2
人
、
大
熊
中
2

人
の
合
わ
せ
て
4
人
で
す
。
式

で
渡
辺
利
綱
町
長
は
「
十
分
な

教
育
環
境
と
は
言
え
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性

を
切
り
開
き
、
町
の
教
育
充
実

を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
着
任
者
を
代
表
し
て
大
野

小
の
加
村
育
夫
校
長
が
「
こ
う

い
う
と
き
こ
そ
学
べ
る
こ
と
が

あ
る
。
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
基
盤
づ
く
り
を
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

電
気
事
業
者
、
原
発
関
連
企

業
、
原
発
立
地
自
治
体
な
ど
で

構
成
す
る
日
本
原
子
力
産
業
協

会
の
年
次
大
会
が
4
月
12
、
13

の
両
日
、
東
京
都
で
開
か
れ
ま

し
た
。
12
日
に
福
島
の
復
興
を

話
し
合
う
「
福
島
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
行
わ
れ
、
町
企
画
調
整

課
の
石
田
祐
一
郎
主
任
主
査
が

大
熊
の
現
状
や
将
来
展
望
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。
石
田
主
任

主
査
は
国
が
帰
還
困
難
区
域
の

除
染
計
画
を
明
確
に
し
て
い
な

い
中
で
、
町
民
に
帰
還
時
期
を

示
せ
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
い
る
と
説
明
。
復
興
に
向
け

て
「
大
変
な
作
業
だ
が
、
大
熊

抱負を述べる加村校長（左）

発表する石田主任主査

町内を視察した訪問団

町
民
、
福
島
県
民
と
し
て
の
誇

り
を
胸
に
、
必
ず
古
里
を
取
り

戻
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
も
「
避
難
か
ら
5
年
が

過
ぎ
、
あ
ら
た
め
て
古
里
の
価

値
を
感
じ
る
方
が
い
る
。
少
し

で
も
自
宅
の
近
く
で
暮
ら
し
た

い
と
い
う
声
を
聞
く
と
、
や
っ

て
い
る
こ
と
が
間
違
い
で
は
な

い
と
勇
気
を
も
ら
う
。
熱
い
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
若
い
職
員

も
い
る
」
と
、
町
再
生
へ
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
避

難
を
経
験
し
た
教
訓
と
し
て

「
影
響
が
広
範
囲
に
わ
た
る
。

防
災
計
画
は
震
災
前
か
ら
あ
っ

た
が
、
想
定
外
の
事
象
が
同
時

発
生
し
、
大
変
さ
を
感
じ
た
。

防
災
担
当
の
職
員
だ
け
で
な
く

全
職
員
、
さ
ら
に
は
住
民
そ
れ

ぞ
れ
が
個
々
に
判
断
を
迫
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
。
計
画
し
た
も

の
が
計
画
通
り
に
い
か
な
い
こ

と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
」
と

訴
え
ま
し
た
。
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町
の
無
形
民
俗
文
化
財
・
熊

川
稚
児
鹿
舞
が
、
さ
く
ら
ま
つ

り
で
に
ぎ
わ
う
会
津
若
松
市
の

鶴
ヶ
城
本
丸
で
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
同
市
側
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
初
め
て
実
現
し
た
も
の
で
、

４
月
17
日
に
行
わ
れ
た
子
ど
も

み
こ
し
の
出
発
式
に
出
演
し
ま

し
た
。
鹿
役
の
子
ど
も
４
人
と

野
猿
、
お
囃
子
担
当
の
保
存
会

メ
ン
バ
ー
は
小
雨
が
降
る
中
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
天
守

閣
を
バ
ッ
ク
に
伝
統
の
舞
い
を

見
事
に
演
じ
き
る
と
、
室
井
照

平
市
長
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

や
観
光
客
の
方
々
か
ら
盛
大
な

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

鶴ヶ城をバックに熊川稚児鹿舞

　

会
津
若
松
市
河
東
町
の
熊
町

小
・
大
野
小
の
校
庭
に
今
年
も

こ
い
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

県
電
設
業
協
会
会
津
支
部

が
、
避
難
中
の
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
平
成

23
年
か
ら
毎
年
設
置
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
20
匹

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
佐
藤
脩

一
支
部
長
が
「
こ
い
の
ぼ
り
の

よ
う
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
、

福
島
復
興
の
た
め
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
室

井
照
平
市
長
も
「
困
難
を
乗
り

越
え
た
人
は
強
く
な
り
ま
す
。

今
度
は
自
分
た
ち
が
み
ん
な
を

助
け
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
大
野
小
６

年
の
池
田
愛
理
さ
ん
が
「
こ
い

の
ぼ
り
の
よ
う
に
色
鮮
や
か
な

未
来
を
み
つ
め
、
家
族
や
友
だ

ち
と
力
強
く
前
を
向
い
て
い
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
児
童
は
青
空
に
た
な
び
く

こ
い
を
見
上
げ
、
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

今年も小学校にこいのぼり

校庭に掲げられたこいのぼり

伝統の舞いを披露したメンバー

環境副大臣、本格輸送の開始伝える

環
境
省
の
井
上
信
治
副
大
臣

が
４
月
４
日
、
町
役
場
会
津
若

松
出
張
所
で
開
か
れ
た
町
議
会

全
員
協
議
会
に
出
席
し
、
中
間

貯
蔵
施
設
へ
の
除
染
廃
棄
物
の

本
格
輸
送
を
４
月
中
旬
に
開
始

す
る
と
伝
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
内
大
川
原
か
ら
施
設
保

管
場
へ
の
搬
入
が
18
日
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
同
省
に
よ
る

と
、
今
年
度
は
大
熊
、
双
葉
両

町
で
合
わ
せ
て
前
年
度
の
約
３

倍
の
15
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
搬

入
予
定
。
輸
送
車
両
は
平
均
で

１
日
１
０
０
往
復
と
な
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
受
入
・
分
別
施

設
や
土
壌
貯
蔵
施
設
も
整
備
す

る
方
針
で
す
。

本格輸送の開始を説明する井上副大臣（中央）
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茨城おおくま友の会も始動

おおくまいわき友の会が発足

行政区長会、21人に委嘱状

茨
城
お
お
く
ま
友
の
会
の
創

立
総
会
が
４
月
９
日
、
茨
城
県

日
立
市
十
王
の
た
か
は
ら
自
然

塾
で
開
か
れ
、
正
式
に
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
会
員

26
名
が
出
席
し
、
役
員
選
出
で

会
長
に
玉
澤
優
子
さ
ん
、
副
会

長
に
寺
阪
治
三
さ
ん
、
会
計
に

寺
阪
玲
子
さ
ん
、
監
事
に
鈴
木

美
起
男
さ
ん
、
新
妻
茂
さ
ん
、

事
務
局
に
荒
木
敏
雄
さ
ん
を
選

び
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
皆
さ

ん
で
ピ
ザ
を
つ
く
り
、
弾
け
る

笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
玉

澤
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど

ん
楽
し
い
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

お
お
く
ま
い
わ
き
友
の
会
の

創
立
総
会
が
４
月
16
日
、
い
わ

き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
で
開
か

れ
、
正
式
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
会
員
44
人
が
出

席
し
、
役
員
選
出
で
会
長
に
池

田
義
明
さ
ん
、
副
会
長
に
栃
本

春
雄
さ
ん
、
伊
藤
光
子
さ
ん
、

会
計
に
發
田
俊
昭
さ
ん
、
監
事

に
吉
田
む
つ
み
さ
ん
、
渡
邉
禮

子
さ
ん
、
を
選
び
ま
し
た
。
総

会
後
に
は
手
作
り
か
し
わ
餅
を

皆
さ
ん
で
食
べ
ま
し
た
。
池
田

会
長
は
「
す
で
に
活
動
し
て
い

る
大
熊
町
い
わ
き
会
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
行
政
区
長
会
が
４
月
18

日
、
会
津
若
松
市
で
開
か
れ
、

新
任
２
人
を
含
む
区
長
21
人
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
新

任
と
な
っ
た
下
野
上
２
区
の
池

田
政
典
区
長
、
大
和
久
区
の
清

水
正
都
区
長
ら
全
区
長
が
出

席
。
石
田
仁
副
町
長
が
中
屋
敷

の
佐
藤
順
区
長
に
委
嘱
状
を
手

渡
し
「
引
き
続
き
、
町
政
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
井
戸
川
洋
一
区
長

会
長
も
「
今
や
る
べ
き
こ
と
は

何
か
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
町

と
区
長
会
が
手
を
取
り
合
っ
て

前
に
進
み
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
町
執
行
部
が
各

かしわ餅をつくるメンバー

重点施策の説明を受けた行政区長会

ピザづくりに挑戦する会員

課
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
行

政
運
営
に
理
解
を
求
め
ま
し

た
。

　

区
長
は
次
の
通
り
で
す
（
任

期
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
）。

　

▽
中
屋
敷
＝
佐
藤
順
▽
野
上

１
＝
木
幡
仁
▽
野
上
２
＝
渡
部

幸
悦
▽
下
野
上
１
＝
武
内
正
則

▽
下
野
上
２
＝
池
田
政
典
▽
下

野
上
３
＝
片
倉
荘
次
▽
大
野
１

＝
鈴
木
国
郎
▽
大
野
２
＝
井
戸

川
洋
一
▽
大
川
原
１
＝
宗
像
宗

之
▽
大
川
原
２
＝
馬
渕
和
年
▽

熊
１
＝
佐
久
間
住
夫
▽
熊
２
＝

島
原
健
二
郎
▽
熊
３
＝
藤
田
昭

俉
▽
町
＝
佐
々
木
祥
一
▽
熊
川

＝
小
畑
功
▽
野
馬
形
＝
土
屋
繁

男
▽
小
入
野
＝
根
本
充
春
▽
大

和
久
＝
清
水
正
都
▽
夫
沢
１
＝

杉
本
征
男
▽
夫
沢
２
＝
尾
内
武

▽
夫
沢
３
＝
冨
田
英
市
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方
が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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平
成
28
年
度
町
税
に

つ
い
て

平
成
28
年
度
町
税
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど

は
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）

平
成
27
年
中
の
合
計
所
得
金
額

に
応
じ
て
、
表
の
通
り
減
免
と
な

り
ま
す
。

合計所得金額※ 減免割合
300万円以下 全額
300万円超～400万円以下 10分の9
400万円超～500万円以下 10分の7.5
500万円超～750万円以下 10分の5
750万円超～1,000万円以下 10分の2.5
1,000万円超 10分の1
※�繰越損失の申告をしている場合は、損失額を
差し引く前の所得で判定します。

6
月
か
ら
平
成
29
年
5
月
ま
で

の
年
12
回

・
個
人
で
納
め
る
普
通
徴
収
の
方

6
月
・
8
月
・
10
月
・
12
月
の

年
4
回

ま
た
、
平
成
26
年
以
前
分
の
申

告
を
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
過
年

度
分
と
し
て
税
額
が
発
生
す
る
場

合
、
納
付
書
を
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
送
付
し
ま
す
（
一
括
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

す
）。

◆
法
人
町
民
税

昨
年
度
と
同
様
、
町
に
休
業
届

を
提
出
し
引
き
続
き
休
業
状
態
に

あ
る
、
も
し
く
は
避
難
先
（
移
転

営
業
先
）
の
市
町
村
に
事
業
所
設

置
届
を
提
出
し
、
そ
の
市
町
村
に

対
し
て
申
告
・
納
付
さ
れ
て
い
る

場
合
、
均
等
割
額
に
つ
い
て
は
全

額
減
免
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
休
業
届
を
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
東
京

電
力
よ
り
営
業
補
償
等
と
し
て
の

賠
償
金
を
受
領
し
て
い
る
場
合
は
、

休
業
状
態
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
通
常
課
税
と
な
り
ま
す
。

◆
固
定
資
産
税

昨
年
と
同
様
に
土
地
及
び
家
屋

に
係
る
固
定
資
産
税
は
課
税
免
除

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
北
原
21

～
北
原
25
ま
で
の
地
番
内
の
土
地

及
び
家
屋
と
、
法
人
及
び
個
人
事

業
主
が
本
来
の
用
途
に
使
用
し
て

い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
課
税

と
な
り
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
税

昨
年
度
と
同
様
に
、
４
月
１
日

現
在
旧
警
戒
区
域
内
に
放
置
し
た

ま
ま
使
用
し
て
い
な
い
車
両
に
つ

い
て
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
と
な

り
ま
す
。

税
率
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
地

方
を
通
じ
た
自
動
車
関
連
税
制
の

見
直
し
に
伴
う
新
税
率
の
適
用
に

よ
り
、
全
体
的
に
引
き
上
げ
と
な

る
ほ
か
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら

13
年
を
経
過
し
た
三
輪
・
四
輪
の

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
重
課
税
率

が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
排
ガ

ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た

環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
は
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
税
率
）
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
納
付
期
限

が
５
月
末
に
変
更
と
な
り
、
納
税

通
知
に
つ
い
て
は
、
５
月
初
め
に

送
付
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
広
報
お
お
く
ま
４

月
１
日
号
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
税

昨
年
と
同
様
に
全
額
減
免
と
な

り
ま
す
。

納
税
通
知
と
一
緒
に
減
免
通
知

書
を
、
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

～
所
得
申
告
が

お
済
み
で
な
い
方
へ
～

申
告
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
公
的
証
明
書
が
発

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
収
入
が
給
与
の
み
で
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
、
収
入

が
年
金
の
み
で
４
０
０
万
円
以
下

の
方
は
申
告
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

震
災
に
よ
る
雑
損
控
除
や
医
療
費

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
た

り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

東
京
電
力
か
ら
給
与
・
事
業
・

不
動
産
・
農
業
所
得
な
ど
の
減

収
分
の
補
償
を
受
け
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
収
入
と
し
て
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※��

平
成
28
年
度
所
得
証
明
書
等
に

つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
は

５
月
中
旬
、
普
通
徴
収
の
方
は

６
月
中
旬
に
発
行
可
能
と
な
る

予
定
で
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

税
務
課

　

納
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

通
り
で
す
。

・�

会
社
に
お
勤
め
の
方
で
、
給
与

か
ら
天
引
き
と
な
る
特
別
徴
収

の
方

６月１日～10日は「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です。
電波は航空機や船舶、警察、消防、救急用など、私たちの生活の安心・安全

の確保に使われています。
不法電波は、こんな大切な通信を妨害して私たちの生活や、人命の安全を脅

かします。
電波の混信・妨害についてのお問い合わせは　総務省東北総合通信局の相談

窓口問022（221）064１まで。

総務省から

デンパ君
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被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
に
つ
い
て

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
と

は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に

基
づ
き
、（
※
）
自
然
災
害
に
よ

り
居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
す
る
な

ど
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
支
援
金
を
支
給
し
生

活
の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
申
請
の
際
に
は
り
災
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
り
災

証
明
書
発
行
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
大
熊
町
役
場
税
務
課
ま
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

（
※
）
自
然
災
害
…
地
震
、
津
波

に
よ
る
災
害
（
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
長
期
避
難
は
対
象
外
）

◆
大
熊
町
で
対
象
と
な
る
世
帯

　

平
成
23
年
3
月
11
日
時
点
で
、

大
熊
町
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

で
、
地
震
や
津
波
に
よ
り
住
宅
が

全
壊
も
し
く
は
大
規
模
半
壊
の
判

定
を
受
け
た
世
帯

◆
支
給
額

①�

基
礎
支
援
金
（
住
宅
の
被
害
程

度
に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）

全
壊
の
場
合
１
０
０
万
円
、
大

規
模
半
壊
の
場
合
50
万
円
（
単

身
世
帯
の
場
合
、
そ
の
４
分
の

３
の
額
）

②�

加
算
支
援
金
（
住
宅
の
再
建
方

法
に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）

建
設
・
購
入
の
場
合
２
０
０
万

円
、
補
修
の
場
合
１
０
０
万

円
、
賃
借
（
公
営
・
仮
設
・
借

上
げ
は
除
く
）
の
場
合
５
０
万

円
（
単
身
世
帯
の
場
合
そ
の
４

分
の
３
の
額
）

◆
申
請
期
限

①
基
礎
支
援
金

平
成
29
年
４
月
10
日
ま
で
（
申

請
期
間
が
１
年
延
長
と
な
っ
て

い
ま
す
）

②
加
算
支
援
金

　

平
成
30
年
４
月
10
日
ま
で

※�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
詳

細
や
申
請
手
続
等
に
つ
き
ま
し

て
は
生
活
支
援
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

生
活
支
援
課

投
票
立
会
人
を
募
集

し
ま
す

　

大
熊
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

夏
に
予
定
し
て
い
る
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集

し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

大
熊
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
選
挙
権
を
有
す
る
方

◆
職
務
内
容

　

大
熊
町
の
投
票
所
で
、
投
票
が

公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち
会
い

ま
す

◆�

従
事
日
時
・
場
所
お
よ
び
募
集

人
員

【
投
票
立
会
人
（
投
票
日
当
日
）】

・
立
会
日

　

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

・
時
間

　

会
津
若
松
出
張
所

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

い
わ
き
出
張
所

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　

中
通
り
連
絡
事
務
所

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※�

終
了
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

・
募
集
人
員
：
各
投
票
所
３
名

【
期
日
前
投
票
立
会
人
】

・
立
会
日

　

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

・
時
間

　

会
津
若
松
出
張
所

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で

　

い
わ
き
出
張
所

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で

・
募
集
人
員

大
熊
町
地
区
対
抗
親
善

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
町
民

の
健
康
維
持
と
愛
好
者
相
互
の
幅

広
い
交
流
を
図
り
、
併
せ
て
東
日

本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
か

ら
一
日
も
早
い
復
興
の
活
力
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
も
大

熊
町
地
区
対
抗
親
善
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
６
月
４
日
（
土
）

　

午
前
８
時
45
分
～
開
会
式

場
広
野
町
二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

（
広
野
町
下
北
迫
字
大
谷
地
原

65
─
３
）

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

教
育
総
務
課

投
票
期
間
中
１
日
に
つ
き
各
投

票
所
２
名

◆
報
酬

・
投
票
立
会
人
（
投
票
日
当
日
）

日
額
１
０
７
０
０
円
（
規
定
の

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
）

・
期
日
前
投
票
立
会
人

日
額
９
５
０
０
円
（
規
定
の
所

得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
）

◆
応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
希
望
日
・
希
望
投
票

所
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆
募
集
期
間

５
月
２
日
（
月
）～
５
月
31
日

（
火
）

◆
そ
の
他

・�

応
募
状
況
等
に
よ
り
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い

・�

ご
質
問
等
が
あ
れ
ば
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
大
熊
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
課
内
）

so
m
u
@
to
w
n
.o
ku
m
a.

fukushim
a.jp
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福
島
さ
わ
や
か
行
政

相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

総
務
省
で
は
、
大
熊
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
佐

久
間
国
幸
さ
ん
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。相

談
し
た
い
方
は
、
大
熊
町
役

場
総
務
課
行
政
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕

事
を
始
め
、
年
金
事
務
所
な
ど

の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
つ
い

て
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を

受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行

政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
の
１
か
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期

間
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
次

の
場
所
で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

１　

５
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

１
階
相
談
室

２　

５
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

２
階
第
２
会
議
室

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

総
務
課　

行
政
係

Ｊ
Ａ
ふ
た
ば
の
貯
金
通

帳
を
お
持
ち
の
方
へ

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。

Ｊ
Ａ
ふ
た
ば
は
、
Ｊ
Ａ
郡
山
市
、

Ｊ
Ａ
た
む
ら
、
Ｊ
Ａ
い
わ
き
市
、

Ｊ
Ａ
い
わ
き
中
部
と
3
月
1
日
に

合
併
し
、「
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

合
併
に
伴
う
貯
金
通
帳
の
取
り

扱
い
に
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・

定
期
貯
金
証
書
・
定
期
積
金
証
書

は
そ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。

◆
貯
金
通
帳
の
取
り
扱
い

⑴
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
の
場
合

3
月
1
日
以
降
も
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
現
在
使

用
し
て
い
る
通
帳
（
平
成
22
年
1

月
4
日
以
降
に
新
規
・
繰
越
・
再

発
行
し
て
い
る
通
帳
）
が
満
頁
に

な
る
ま
で
継
続
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
満
頁
に
な
っ
た
と
き

は
自
動
的
に
「
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く

ら
」
の
通
帳
に
切
り
替
わ
り
ま
す

（
通
帳
の
繰
越
は
、
福
島
県
内
の

Ｊ
Ａ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
用
し
た
場
合

に
限
り
ま
す
）。

◆照会連絡先
お取引支店 連絡先 電話番号
浪江支店 福島サポートセンター 024-554-3105
津島支店 安達サポートセンター 0243-54-2323
富岡支店 郡山サポートセンター 024-942-0180
葛尾支店 葛尾支店 0240-29-2001
双葉支店 いわきサポートセンター 0246-22-8883
楢葉支店 楢葉支店 0240-25-3131
大熊支店 会津サポートセンター 0242-32-5000
広野支店 広野支店 0240-27-3131
川内支店 川内支店 0240-38-2121

⑵
窓
口
を
ご
利
用
の
場
合

3
月
1
日
以
降
、
ご
契
約
店

舗
の
窓
口
に
来
店
さ
れ
た
お
客
様

に
つ
い
て
は
順
次
、
新
し
い
通
帳

に
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
旧
通
帳
は
、
ご
契
約
の

店
舗
以
外
の
窓
口
で
は
使
用
で
き

な
く
な
り
、
ご
契
約
店
舗
で
の
新

通
帳
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ご
契
約
の
窓
口
へ
来
店
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
は
、
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
ふ
た
ば
の
支
店
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
ご
来
店
・
ま
た
は
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す

株
式
会
社
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー

主
催
の
復
興
支
援
ラ
イ
ブ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

で
す
。

【
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
】

時
5
月
22
日
（
日
）

午
後
４
時
30
分
開
場

午
後
5
時
開
演

場
い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ

オ
ス
中
劇
場

　
（
い
わ
き
市
平
字
三
崎
１
─
６
）

内
声
優K

EN
N

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

DelightStyle

ラ
イ
ブ

費
前
売
り
券
４
２
０
０
円
、
当
日

券
４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
ア
リ
オ
ス
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
６
（
22
）

５
８
０
０
、
ヤ
マ
ニ
書
房
各
店

ほ
か
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

【
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
お
笑
い
ラ
イ
ブ
】

時
6
月
12
日
（
日
）

第
1
回
正
午
～

第
2
回
午
後
2
時
30
分
～

第
3
回
午
後
５
時
～

場
い
わ
き
産
業
創
造
館　

企
画
展

示
ホ
ー
ル

（
い
わ
き
市
平
字
田
町
１
２
０　

ラ
ト
ブ
6
階
）

内
カ
ン
ニ
ン
グ
竹
山
、
小
島
よ
し

お
ほ
か
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

費
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
８
０

０
円
、
小
人
（
小
学
生
以
下
）

２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
。
当

日
は
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
加
算
。

大
人
１
名
に
つ
き
、
未
就
学
児

１
名
が
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
ヤ
マ
ニ
書
房
ラ
ト

ブ
店
ほ
か
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
問
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー
専
用
ダ
イ
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中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

費
無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

申
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

◇開催場所及び開催日時
開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所 ５月16日㈪

午後2時～5時

会津若松市追手町2-41
（相談会場：２階 第３会議室）

大熊町役場
いわき出張所 ５月18日㈬ いわき市好間工業団地1-43

（相談会場：１階 相談室）

大熊町役場
中通り連絡事務所 ５月25日㈬ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階 第1会議室）

ヤ
ル

電
０
８
０（
５
５
５
５
）６
８
６
０

　
　

http://plan-athena.com
/

w
eb

介
護
予
防
事
業

い
わ
な
釣
り
体
験

少
し
遠
出
し
て
、
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

深
山
の
清
流
で
し
か
楽
し
め
な

い
「
い
わ
な
釣
り
」
が
、
釣
り
堀

で
身
近
に
体
験
で
き
ま
す
よ
。

時
５
月
16
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
4
時

場
幻
魚
亭
「
い
わ
な
の
郷
」

（
川
内
村
大
字
上
川
内
字
炭
焼

場
５
１
６
）

※�

集
合
場
所
：
大
熊
町
役
場
い
わ

き
出
張
所

※�

各
仮
設
住
宅
、
復
興
公
営
住
宅

経
由
で
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
65
歳
以
上
の
方

　
（
た
だ
し
同
伴
者
は
年
齢
不
問
）

定
先
着
20
人

持
水
分

費
自
費
（
貸
し
竿
１
本
２
０
０

円
、
イ
ワ
ナ
（
１
０
０
ｇ
）
２

０
０
円
、
下
拵
え
１
匹
20
円
、

お
昼
代
）

申
電
話
に
て

期
５
月
11
日
（
水
）

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
０
１
２
０
（
26
）
５
６
７
１

の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ

　

次
の
日
程
で
、
の
ほ
ほ
ん
ク
ラ

ブ
を
開
催
し
ま
す
。
一
歩
外
に
出

て
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

時
５
月
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
（
大
熊
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
内
）

※�

４
月
よ
り
「
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
」

は
役
場
内
に
移
動
し
ま
し
た
。

内
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

費
５
０
０
円

対
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も　
期
５
月
10
日
（
火
）
ま
で

定
20
人

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課

　

健
康
介
護
係
（
岩
谷
・
新
田
）

第
１
回
男お

と
こ

塾
じ
ゅ
く

男
性
が
楽
し
く
集
ま
る
場
と
し

て
今
年
度
も
男
塾
を
実
施
し
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
中
散

策
や
料
理
教
室
、
日
曜
大
工
等
を

考
え
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
次

の
通
り
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！
１
回
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
。

時
５
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
（
大
熊
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
内
）

※�

4
月
よ
り
「
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
」

は
役
場
内
に
移
動
し
ま
し
た
。

内
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

対
60
歳
以
上
の
男
性

期
５
月
13
日
（
金
）
ま
で

定
20
人

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課

　

健
康
介
護
係
（
岩
谷
・
新
田
）

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
わ
き
地
区

会
津
地
区

会
津
地
区
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
役場へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設
けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。

・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり各市町村にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度5月、6月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。
（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※前期（４～9月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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一時立入り実施スケジュール【平成28年5月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年5月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031
曜　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

5、6月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年6月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年6月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月
日 13日 14日 3日 4日 8日 9日 11日 12日 16日 17日 21日 22日 18日 19日 16日 17日 17日 18日
曜　日 金 土 金 土 金 土 木・祝 金 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土

津島活性化センター
スクリーニング場 浪江町津島地区の世帯の方のみ対応

加倉
スクリーニング場

浪江町 50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

双葉町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

毛萱・波倉
スクリーニング場

大熊町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

富岡町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 4月12日㈫ 5月2日㈪ 6月7日㈫ 7月10日㈰ 8月15日㈪ 9月20日㈫ 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）



自治体によって異なります。詳しくは避難先
自治体の母子保健担当にお問い合わせくださ
い。

予防接種について
赤ちゃんがお母さんからもらった病気に対
する免疫（抵抗力）は、赤ちゃんの成長とと
もに自然に失われていきます。そのため、赤
ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する
必要があります。その助けとなるのが予防接
種です。
予防接種とはワクチンを接種して免疫をつ
くることにより、発病を予防したり、症状を
軽くしたりする方法です。感染症にかからな
いようにまた、病気を流行させないためにも
予防接種を受けて免疫をつけましょう。
○　福島県内にお住まいの方
　福島県内の予防接種実施医療機関で接種が
できます。直接、医療機関に予約を入れてか
ら接種してください。
○　福島県外にお住まいの方
　避難先の自治体で接種できます。接種希望
の方は、避難先自治体にお問い合わせくださ
い。
○　定期予防接種
法律で決められた予防接種で、接種料金は
無料です。決められた年齢を過ぎると有料に
なりますのでご注意ください。接種の対象に
なる方には、該当年齢の時期に通知します。
○　任意予防接種
　定期予防接種以外の予防接種で、接種する
かは保護者が選択します。基本的には接種料
金は有料となります。
・小児インフルエンザ予防接種の助成

接種時期と助成期間がありますので、後
日、広報・ホームページ等でお知らせしま
す。

・風しん、麻しん風しん混合予防接種・風し
ん抗体検査費用の助成　
次に該当する方に対して、ワクチン接種費

用と抗体検査費用を助成します。
①　妊娠を希望する女性　
②　妊婦の配偶者・同居者
③　妊娠を希望する女性の配偶者・同居者
・高齢者肺炎球菌予防接種の助成
　定期接種対象者以外の方（今まで一度も
接種したことのない方）で、接種を希望す
る方の接種費用を助成します。

　
内部被ばく検査・甲状腺検査に
ついて
町民の皆さまの健康不安の解消と長期的な

健康管理を目的として、内部被ばく検査をお
勧めしています。ご自身の身体の状況を確認
するためにも、受検することをお勧めします。

内部被ばく検査
○　福島県内
・公益財団法人　震災復興支援放射能対策研
究所　ひらた中央病院（平田村）

・会津若松市河東保健センター（会津若松市）
・公益財団法人　ときわ会　いわき泌尿器科
（いわき市）
・福島県労働保健センター（福島市）
※�今後、上記以外でも福島県内において車載
式ホールボディカウンターによる内部被ば
く検査を７月～８月に実施する予定です。
詳細につきまして福島県と調整後、広報・
ホームページ等でお知らせします。

○　福島県外
今後、広報・ホームページ等にてお知らせ

する予定です。

甲状腺検査
福島県立医科大学より受検対象者へ個別通

知があります。
受検対象以外の方で、検査を希望する方は

震災復興支援放射能対策研究所（平田村）で
も検査することができます。

問大熊町役場　いわき出張所
　（保健センター）
　大熊町役場　会津若松出張所
　（健康介護係）

予
防
接
種
に
つ
い
て

内
部
被
ば
く
に
つ
い
て

甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て
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しますので、お問い合わせください。（還
付の料金の上限あり）

○　里帰り出産を希望される方
・福島県内での里帰り出産をご希望の方は、
妊婦健康診査受診票（母と子の健康のしお
り）を里帰り先でも、そのまま使うことが
できます。

・福島県外から福島県内での里帰り出産をご
希望の方は、ご連絡ください。

○　転入された方
　大熊町の受診券に差し替えますので、いわ
き出張所または会津若松出張所にご連絡くだ
さい。
※�母子健康手帳・妊婦健康診査受診票（母と
子の健康のしおり）を紛失した場合は再交
付をすることができますので、ご連絡くだ
さい。

　
こんにちは赤ちゃん訪問
　赤ちゃんのご誕生おめでとうございます！
生まれた赤ちゃんとお母さんがすこやかに

毎日を過ごせるように、赤ちゃん訪問を実施
しています。
○　福島県内で出産された方
　大熊町の保健師が訪問します。事前に連絡
をしてから訪問します。
○　福島県外で出産された方
　避難先の自治体の保健師が訪問します。訪
問を希望される方はご連絡ください。

乳幼児健康診査について
避難中のため町での乳幼児健康診査を行っ

ていません。原発避難者特例法により、避難
先自治体で受診していただくことになります。
健診の対象の時期になりましたら、案内を

通知しますが、健診対象月齢や実施方法が各

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

�妊娠の届出、母子健康手帳・妊
婦健康診査受診票（母と子の健
康のしおり）の交付
　産婦人科の診断で妊娠が分かったら、速や
かに妊娠届を提出し母子健康手帳及び妊婦健
康診査受診票の交付を受けましょう。妊娠届
を提出する際は、母子健康手帳交付時に「妊
婦本人の個人番号（マイナンバー）」の記入
が必要になります。交付時には、①個人番号
の確認、②本人確認を行います。
○　福島県内にお住まいの方
　いわき出張所、会津若松出張所で交付して
います。（郵送での交付や代理人による申請
も可能です。）
○　福島県外にお住まいの方
　避難先の自治体で「母子健康手帳」および
「妊婦健康診査受診票」の交付を受けること
ができます。妊娠が分かったら、避難先の自
治体の母子保健担当部署にお問い合わせくだ
さい。

妊婦健康診査
　妊婦健康診査は、妊婦さんの健康と安全な
お産のための健康診査です。定期的な健康診
査を受けましょう。
○　福島県内にお住まいの方
　いわき出張所、会津若松出張所で母子健康
手帳と一緒に交付しています。（郵送での交
付も可能です。）
妊婦健康診査受診票（母と子の健康のしお
り）は妊娠確定後の健康診査にご利用できる
もので、福島県内の契約医療機関において
15回分を公費負担で受けることができます。
ただし受診票に記載されていない検査項目に
ついては自己負担となります。妊娠している
かどうかを調べるための検査にはご利用でき
ませんのでご了承ください。
○　福島県外にお住まいの方
　避難先の自治体で妊婦健康診査を受けるこ
とができます。妊娠が分かったら、避難先の
自治体の母子保健担当部署にお問い合わせく
ださい。なお、受診回数や健診の項目は自治
体によって異なりますので、ご了承くださ
い。
※�避難先で交付を受けた受診券の回数が15回
以下の場合は、町で健診費用の一部を助成

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
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コ
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 ム健
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コ
 ラ

 ム健
 康

時５月26日㈭
　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所
　２階コミュニティホール
内からだを動かして気分をリフレッシュ。
　�講師はＪヴィレッジフィットネスクラブの
スタッフです。
対誰でも
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話にて（当日の参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所　保健センター

時５月12日㈭・24日㈫
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所　２階
内自由遊び、ダンス、絵本の読み聞かせ、身
長・体重測定、離乳食や育児について個別
相談もできます。
対未就学児とその親、祖父母
持水分、おむつ　等
申不要
問大熊町役場いわき出張所　保健センター

時５月20日㈮
　午前10時～午前11時30分
場大熊町役場いわき出張所　２階
内主に栄養を中心とした６回シリーズの教室
１回目は生活習慣病予防に関する講話・運
動
対誰でも参加可能
持動きやすい服装と室内履き
申電話にて（当日参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所　保健センター
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～ストレスと上手につきあい、

「５月病」を予防しよう～

４月は引っ越し、進学、就職、配置転換
などで環境が大きく変わる季節。
環境の変化に適応しようと頑張りすぎて

５月の連休後あたりから心身の不調があら
われることの俗称を「５月病」といいます。
新生活を楽しく健康的に送るためにスト

レスをためない生活を心掛けましょう。

ＳＯＳのサインに気づこう

　５月病に限らずストレスがたまると心身
になんらかの変調が現れます。よく眠れな
い、食欲がない、イライラする、気持ちが
落ち込むなどの症状が長引くと悪化しうつ
病になる危険が高いので、早めに専門家に
相談しましょう。

（ストレスと上手につきあうヒント）

★１日に10分でもごほうびタイム
（自分のほっとできる場所で、深呼
吸やストレッチ。忙しい時ほど休息
をとる事を意識して）

★�ストレスを前向きに…考え方を変える
（（例）失敗は成功のもと。無理に頑
張らない。試練は成長のチャンス。
など）

★愚痴をこぼそう
（いやな事を自分の中にためこまな
い。家族や友人など誰かにきいても
らおう）

★自分に合ったストレス解消法を
（入浴、音楽、スポーツ、旅行、趣
味などで気分転換が大切）

★�生活リズムを整える
（おいしいものを食べて、よく眠ろ
う）



熊川区の平成28年度総会を開催します。
今年度は総会後に宿泊による懇親会（家族
参加可能）を実施しますので、多数の参加を
お願いします。
時７月２日㈯～３日㈰
　午後４時から区総会
　午後６時から懇親会
場ホテル塩屋崎（いわき市平豊間兎渡路164）
　電0246-55-5656
内平成27年度決算報告、平成28年度おおく
ま絆事業補助金の今後の運用説明、区長な
ど役員改選
対ご家族での参加をお待ちしています
※�詳細は5月初旬に各世帯へ総会案内を郵送
します。

　４月２日㈯、磐梯熱海温泉「華の湯」で
28年度町区定時総会と懇親会を開催しました。
県内外から49人が参加。初めに定時総会を
開催し、予決算、事業計画等の承認、絆維持
補助金の活用状況を説明し、今後の活用につ
いて決議しました。役員改選では現執行部が
選出されました。総会後に参加者全員での記
念写真撮影、そして磐梯熱海の名湯に浸か
り、楽しみだった懇親会に突入です。
懇親会は震災後初めて顔を合わせる人もあ
り、いつになく会話が弾みました。また会え
ることを楽しみにそれぞれの生活に戻ってい
きました。（区長・佐々木祥一）

　このたび、次の日程により下野上3区老人
クラブ寿会の交流会を開催します。多数のご
出席をお願いします。
時５月29日㈰、30日㈪　午後2時集合
場かんぽの宿　郡山
　（郡山市熱海町熱海3-198）
　電024-984-3511
期５月10日㈫まで
問片倉電090-9633-9238
　小磯電090-9643-7293
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ゴルフ交流会は延期になりました
大野１・２区の皆さんにご案内していまし

た６月４日のゴルフ交流会は、町の行政区対
抗パークゴルフ大会と日程が重なったため延
期します。
行政区対抗パークゴルフ大会に多数参加す

るよう、お申し込みください。（大野1区長・
鈴木国郎、大野2区長・井戸川洋一）。
問中里忠良
電090-9535-8404
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 ＜消　防　署　連　絡　先＞
◇浪江消防署� 電0240-34-7360
◇富岡消防署� 電0240-25-2119
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消防署から

『消しましょう　その火その時　その場所で』
平成28年度　全国統一防火標語

林野火災に注意しましょう！
　国内における林野火災は、例年３月～５月に
集中して発生しております。原因としては、枯
葉が地上に堆積していることや降雨量が少な
く、空気が乾燥して季節風が吹くこと等が考え
られます。この時期は、山菜採りや登山で入山
者が増えるため、特に火の取り扱いに注意しま
しょう。
【林野火災の出火原因】
　平成26年は、「たき火」によるものが443件
で全体の29.7％を占め、次いで「火入れ」、「放
火（放火の疑い含む）」、「たばこ」の順となっ
ています。

林野火災の月別出火件数（平成26年中）

林野火災の出火原因別件数（平成26年中）
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放火（疑いを含む）
170（11.4％）

合計
1,494件



5月は町議会議員の皆さんとの懇談会を開
きます。皆さんの日ごろの「○○な」思いを
町議の方に伝えましょう。
浜通り北部に集える大熊町民のみなさま、
ぜひご参加ください！
時５月28日㈯　午前10時～午後２時
場南相馬市労働福祉会館２階
（南相馬市原町区北町537）
原町生涯学習センター西側の建物です
費無料
期５月20日㈮まで
（お弁当を注文するので、事前に申し込ん
でください）
申小林（おおくままち北浜グループ会長）
電080-1814-9819

　県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」
では、福島市や伊達市等に避難されている町
民の皆さまの、交流会へのご参加をお待ちし
ています。５月の日程は次の通りです。
時５月14日㈯　午前10時集合
場土湯温泉福うさぎ
　（福島市土湯温泉町字八郎畑3-1）
　電024-595-2611
内総会（平成27年度の報告と平成28年度の
活動確認）
問代表・菅野充史
電090-7233-1148

　５月の定例会は次の通り開催します。
時５月22日㈰　午前10時～正午 
場未定 
内懇談会
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン
のご案内です。
時５月18日㈬　午前10時～
内東京・上野に出かけよう！ということでお
出かけサロンです。晴れていれば動物園、
雨なら美術館…
※集合時間など詳細はお問い合わせください
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）
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　会津若松市の「おおくまサロンゆっくりす
っぺ」は、４月から町役場会津若松出張所内
に移転しました。
　町民の皆さまの会合などにご活用ください。
■施設概要
・場所
　大熊町役場会津若松出張所１階南側
　洋室約40㎡（20～30人程度）
　和室約20㎡（10～15人程度）
　※用途により調理室の利用も可能です
・利用可能日時
　月曜日から金曜日の午前９時～午後５時
　（祝祭日・年末年始を除く）
■利用方法
使用する日の前月1日から7日前までに、
生活支援課へお申し込みください。

■使用料金　無料
■お願い　
　使用後の清掃、整理整頓、ゴミの持ち帰り
をお願いします。
　この事業にはクウェート国からの東日本大
震災にかかる救援金が活用されています。
問大熊町役場会津若松出張所　生活支援課

　３月26日㈯、郡山市磐梯熱海のホテル華の
湯で下野上３区の総会および行政区絆維持補
助金総会を開催し、県内外から約50人が参加
しました。
　総会では、渡辺利綱町長と阿部光國議員に
ごあいさつをいただき、議事の中で各種報告
や主な役員の留任などが承認されました。
　その後の交流会ではカラオケを楽しんだ
り、お互いの近況や情報交換したりして交流
を深めました。子どもたちが多く参加したこ
ともあり、終始にぎやかな会となりました。
　次回は10月に交流会を予定しています。
ぜひご参加ください！（区長・片倉荘次）
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場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

いわきで大熊町民同士交流しよう！大熊町
いわき会では会員を随時募集中！
　６月はバスツアーを開催します。
時６月３日㈮
　集合　いわき市好間中央公園　午前７時
　　　　泉駅　　午前７時25分
　　　　植田駅　午前７時45分
　　　　勿来駅　午前８時　　　など
　帰着　午後６時ころ
　※�申し込みいただいた方に後日詳細をご連
絡します。

場茨城県（ひたち海浜公園、天心記念五浦美
術館など）

費一人2,000円
定45名（先着順）
期５月16日㈪まで
申問大熊町コミュニティ支援広域事務所
電0246-88-9317
　（電話受付時間平日午前10時～午後４時）

　いわき市内のお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時５月18日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋
　※�人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

おおくまいわき友の会は会長池田義明さ
ん、副会長栃本春雄さん・伊東光子さん、会
計發田俊昭さん、監事渡邉禮子さん・吉田む
つみさんを中心に、いわきに集える大熊町の
みなさんと楽しく交流することを目的に4月
16日に発足しました。
随時、会員を募集しています！
次回イベントは広報誌にてお知らせいたし

ます！お楽しみに！
電0246-88-9317（担当：冨岡）

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　５月の日程は次の通りです（５月は２回と
も開催日を変更）。
・第１回
時11日㈬　午前10時～
内ガーデニング
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
※�ゆっくりすっぺは町役場会津若松出張所１
階に移転しました
・第２回
時21日㈯　午前７時30分
場（集合場所）ＪＲ会津若松駅集合
内那須へ日帰りバス旅行
※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時５月17日㈫　午前10時～
場長原仮設住宅集会所
内多肉植物の寄せ植え
費1,500円
期５月13日㈮
申問電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま
す。
初めての方は、ご連絡いただければ幸いで
す。
時5月16日㈪　午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
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○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年3月31日現在 10,707 3,899

増減 △ 798 △ 336

●避難先の状況� （平成28年4月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 226
不明 4 会津若松市 1291
北海道 29 郡山市 1051
青森県 26 いわき市 4533
岩手県 2 白河市 79
宮城県 188 須賀川市 92
秋田県 21 喜多方市 49
山形県 45 相馬市 93
福島県 8124 二本松市 42
茨城県 456 田村市 58
栃木県 188 南相馬市 241
群馬県 87 伊達市 13
埼玉県 408 本宮市 33
千葉県 246 桑折町 6
東京都 277 国見町 2
神奈川県 177 川俣町 1
新潟県 238 大玉村 24
富山県 6 鏡石町 14
石川県 15 天栄村 1
福井県 6 下郷町 0
山梨県 5 檜枝岐村 0
長野県 9 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 2
静岡県 21 北塩原村 0
愛知県 7 西会津町 1
三重県 8 磐梯町 2
滋賀県 0 猪苗代町 12
京都府 7 会津坂下町 22
大阪府 20 湯川村 3
兵庫県 7 柳津町 1
奈良県 0 三島町 1
和歌山県 2 金山町 2
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 1 会津美里町 26
岡山県 2 西郷村 18
広島県 0 泉崎村 7
山口県 0 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 16
香川県 1 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 4
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 4
長崎県 2 玉川村 1
熊本県 0 平田村 1
大分県 10 浅川町 6
宮崎県 22 古殿町 8
鹿児島県 1 三春町 45
沖縄県 7 小野町 12

計 10,707 広野町 48
楢葉町 0
富岡町 0
川内村 9
大熊町 0
双葉町 0
浪江町 0
葛尾村 0
新地町 23
飯舘村 0

計 8,124

大熊町の避難状況

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
泉　田　桃

も も か

花 貴　之・紀　子 秋 葉 台

佐　藤　太
た い よ う

陽 正　行・紀　子 清　　 水

佐　藤　夢
ゆ い と

翔 勇　也・佑　文 旭　　 台

遠　藤　かすみ 智　志・絵　美 新　　 町

櫻　井　千
ち

　紗
さ

　健　・寿　香 滑　　 津

小　池　聖
せ い ら

咲 友　和・清　江 新　　 町

山　田　幸
ゆ き の

乃 祥　充・幸　恵 西 大 和 久

永　岡　英
ひ で と し

寿 恒太郎・睦　美 西 大 和 久

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

星　川　　　旭 清　 水 濱　村　静　加 横 浜 市
杉　本　優　二 大　 野 志　賀　慧　実 大　 野
松　田　広　一 大　 野 中　森　唯利那 大　 野
横　山　直　之 双 葉 町 新　妻　宏　美 新　 町
樋　渡　裕　樹 長 者 原 日　坂　真　耶 水 戸 市
引　地　雄　介 伊 達 市 佐々木　ひとみ 長 者 原

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

小野田　　　明 ９０歳 湯 の 神
米　倉　隆　夫 ７８歳 秋 葉 台
青　木　文　雄 ７４歳 大　　 野
小　山　タカ子 ７７歳 大　　 野
武　澤　ナカ子 ９３歳 錦　　 台
佐　藤　　　博 ７３歳 新　　 町
千　葉　公　平 ８４歳 熊　　 町
菅　原　タケ子 ９３歳 東　　 台

※2016年（平成28年）３月

30
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町長室から 垣　根
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クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・万右ェ門溜池
くうちゃんクイズ　A・末っ子
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に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
復
興
に
向
け
て
進
ん
で

い
く
町
の
取
り
組
み
や
で
き
ご
と
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
き
ち
ん
と
お
知
ら
せ
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
横
）

・
町
の
伝
統
芸
能
「
熊
川
稚
児
鹿
舞
」
が
４
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
時
、

初
め
て
舞
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
一
生
懸
命
踊
る
姿
に
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
人
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
次
に
舞
を
見
る
際
は
、
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
貴
重
な
山
鳥
の
羽
根
に
も
ぜ
ひ
注
目
し
た
い
で
す
（
児
）

・
散
っ
た
桜
の
花
び
ら
が
水
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
よ
う
な
風
景

「
花
筏
（
は
な
い
か
だ
）」
は
、
と
て
も
幻
想
的
で
美
し
く
、
つ
い

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
会
津
で
は
何
と
い
っ
て
も
鶴
ヶ
城
の
お

堀
が
有
名
で
す
よ
ね
。
桜
は
散
っ
て
も
な
お
美
し
い
と
感
じ
る

心
、
日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
（
渡
）

満開には少し早かったのですが、
４月５日に町内の桜を撮影しに行き
ました。
大野小の校庭では、何段も積まれ

た黒いフレコンバッグを背景に、花
びらの淡いピンク色が映えていまし
た。よさそうな場所でカメラを構え
ると、どうしても黒い袋が入ってし
まう。最初は困りましたが、どちら
も町の再生や復興のシンボルと言え
るのではないかと思い、方針を変更。
黒い袋も入れて撮影することにしま
した。

表紙の写真

町
役
場
に
入
庁
し
て
間
も
な
い
若
手
職
員
た
ち
と
会
食

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
若
手
の
声
を
直
接
聞
き
た
く

な
り
、
呼
び
掛
け
て
実
現
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
こ
れ
ま

で
に
体
験
し
た
こ
と
を
思
う
ま
ま
に
語
る
と
、
若
手
職
員

た
ち
は
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
気
を
遣
う
な
と

言
っ
て
も
無
理
な
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
一
度
や
二
度
の
会

食
で
す
べ
て
を
理
解
し
合
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
町
長
と
職
員
の
垣
根
を
取

り
払
う
小
さ
な
一
歩
に
な
れ
ば
と
の
願
い
も
少
し
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
機
会
を
見
つ
け
て
若
手
と
話
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

今
の
町
役
場
は
、
震
災
前
か
ら
い
る
職
員
と
震
災
後
に

採
用
さ
れ
た
職
員
、
さ
ら
に
町
出
身
者
だ
け
で
な
く
町
外

出
身
者
も
多
い
、
い
わ
ば
「
混
成
チ
ー
ム
」
で
す
。
震
災
、

原
発
事
故
、
避
難
と
い
う
経
験
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
る
こ

と
は
、
早
く
か
ら
町
政
に
携
わ
っ
て
き
た
先
輩
と
し
て
の

重
要
な
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
お
こ
が
ま

し
い
言
い
方
で
す
が
、
後
に
続
く
人
を
育
て
る
こ
と
も
先

輩
と
し
て
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
廊
下
で
す
れ
違
っ
た
新
採
用
職
員
に
声
を
掛
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
ど
う
し
た
、
慣
れ
た
か
？
」。

そ
の
程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

こ
の
職
員
の
家
族
か
ら
「
町
長
か
ら
の
一
言
が
、
本
人
の

励
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
一
言
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
感

じ
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
何
気
な
い
や
り
と
り

が
世
代
や
肩
書
を
超
え
て
、
互
い
の
距
離
を
ぐ
っ
と
縮
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
年
長
者
は
若
手
に
対

し
て
常
に
心
を
開
い
て
お
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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大熊町役場
・会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、
生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）

　〒965-0873　会津若松市追手町2-41
　電0120-26-3844（フリーダイヤル）

・いわき出張所
（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事
業課、生活支援係、庶務係）

　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
　電0120-26-5671（フリーダイヤル）

・中通り連絡事務所
　〒963-8035	 郡山市希望ケ丘11-10
　電0120-24-1013（フリーダイヤル）

・大川原連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字南平1734-1
　電0120-23-1095（フリーダイヤル）

・現地連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字手の倉125
	 坂下ダム管理事務所内
　電0240-32-2318

大熊町コミュニティ支援事務所
・大熊町コミュニティ支援広域事務所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所２階
　電0246-88-9317

・梨の実サロン平
　〒970-8026	 いわき市平字新田前6-10
　電0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
・いわき出張所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　電0246-38-8938

・中通り連絡所
　〒963-8035	 郡山市希望ケ丘11-10
	 大熊町役場中通り連絡事務所内
　電024-954-5733

・会津若松連絡所
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　電0242-29-5760

・相馬事業所
　〒975-0032	 南相馬市原町区桜井町二丁目380-1
　電0244-32-0758

大熊町商工会
　〒965-0873　会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　電0242-29-5770

・いわき出張所
　〒970-1152	 いわき市好間町中好間字上川原36-1
　電0246-85-5103




